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写
真
奉
納

髙
野
英
佑
氏

第４号

慰
霊
安
鎮
・
疫
病
退
散
祈
願
花
火

宮
司
挨
拶

茨
城
縣
護
國
神
社

宮
司

飯

塚
　
　
重

謹
ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、ご
遺
族
崇
敬
者
の
皆
様
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一昨
年
年
頭
よ
り
始
ま
っ
た
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に
よ

り
社
会
は
多
大
な
影
響
を
受
け
、未
だ
に
終
息
を
み
て
お
り
ま
せ
ん
。

様
々
な
祭
典・行
事
も
規
模
を
縮
小
し
執
り
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
な
か
、

当
社
は
昨
秋
十
一月
六
日
に
櫻
山
ご
遷
座
八
十
年
の
嘉
日
を
迎
え
ま

し
た
。

嘉
永
六
年
以
来
の
国
事
に
殉
難
し
た
御
霊
を
明
治
十
一年
に
常
磐

神
社
末
社「
鎮
霊
社
」と
し
て
鎮
座
し
、同
二
十
三
年
に
は
天
皇
皇
后

両
陛
下
水
戸
行
幸
啓
に
併
せ
て
祭
粢
料
を
賜
わ
って
お
り
ま
す
。昭

和
十
三
年
十
月
ま
で
に
合
祀
さ
れ
た
英
霊
は
五
千
三
百
余
柱
に
の
ぼ

り
規
模
狭
小
の
憾
み
か
ら
現
在
の
櫻
山
への
移
転
造
営
が
計
画
さ
れ
、

延
人
員
二
万
六
千
四
百
名
も
の一般
奉
仕
者
に
よ
り
樹
木
の
移
植
、地

均
し
等
の
作
業
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
の
遷
座
祭
は
全
県
下
の
電
灯
が
全
て
消
灯
さ
れ
全
県

民
が
遥
拝
を
し
浄
暗
の
な
か
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。当
時
い
か
に
県
民
が

国
事
に
殉
じ
た
英
霊
に
対
し
報
恩
感
謝
の
念
が
厚
か
っ
た
か
が
推
察

さ
れ
ま
す
。

御
成
敗
式
目
に『
神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
威
を
増
す
』と
あ
り
ま
す
。

全
県
民
の
み
な
ら
ず
多
く
の
崇
敬
を
篤
め
る
護
国
の
大
神
様
の
大
御

蔭
を
戴
き
、一日
も
早
く
感
染
症
流
行
が
終
息
し
平
穏
な
日
常
が
戻
り

ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。



さ く ら 山令和４年１月１日 第４号 （2）

七
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

八
月
　
　
十
五
日

終
戦
記
念
祭

九
月

二
十
三
日

秋
分
祭

十
月
　
　
十
七
日

神
嘗
祭
当
日
祭

十
一
月

　
　
　
　
　
二
日

顕
勲
の
塔
慰
霊
祭

　
　
　
　
　
三
日

明
治
祭

　
　
　
　
　
六
日

遷
座
記
念
祭

　
　
　
　
　
十
日

秋
季
大
祭

　
　
　
二
十
三
日

新
嘗
祭

十
二
月
三
十
一
日

年
越
大
祓

典
行
事

終戦記念祭特攻慰霊祭

終
戦
記
念
祭

八
月
十
五
日

午
前
十
一
時
半

終
戦
七
十
六
年
を
迎
え
た
本
年
の
終
戦
記
念
祭
が
斎
行
さ
れ
、

先
の
大
戦
で
散
華
さ
れ
た
御
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
恒
久

の
平
和
と
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
伝
え
る
ラ

ジ
オ
放
送
に
合
わ
せ
て
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、
追
悼
式
に
御

臨
席
の
天
皇
陛
下
の
「
お
こ
と
ば
」
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

特
攻
戦
没
者
慰
霊
祭

十
月
十
日

午
前
十
一
時

十
月
十
日
、
茨
城
県
特
攻
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
に
よ
り
慰
霊

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
が
未
だ
に
終
息
し
な
い
中

で
の
祭
典
は
、
境
内
参
道
に
建
立
さ
れ
た
「
特
攻
勇
士
之
像
」

の
前
で
斎
行
さ
れ
、
同
会
会
長
幡
谷
定
俊
氏
を
は
じ
め
役
員
関

係
者
が
参
列
し
て
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
の
勇
士
之
像
建
立
よ
り
今
回
は
三
回
目
の
慰

霊
祭
と
な
り
、
参
列
者
一
同
は
御
霊
の
安
寧
と
感
染
症
禍
の
一

日
も
早
い
終
息
を
祈
念
し
ま
し
た
。



さ く ら 山第４号（3） 令和４年１月１日

毎
月
一
日
、
十
五
日

十
時
よ
り

月
次
祭
斎
行

毎
日
十
一
時
よ
り
命
日
祭
斎
行

顕勲の塔慰霊祭秋季大祭

顕
勲
の
塔
慰
霊
祭

十
一
月
二
日

午
前
十
一
時

茨
城
県
遺
族
連
合
会
に
よ
り
顕
勲
の
塔
慰
霊
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
顕
勲
の
塔
は
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で

の
幾
多
の
戦
い
に
お
い
て
、
国
の
た
め
散
華
さ
れ
た
県
下
の

五
万
八
千
余
柱
の
英
霊
を
慰
め
、
そ
の
遺
勲
を
後
世
に
伝
え

よ
う
と
、
全
遺
族
の
祈
り
を
こ
め
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

御
霊
が
安
ら
か
に
こ
の
地
に
鎮
ま
り
、
ま
た
世
の
平
和
と

繁
栄
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

秋
季
大
祭

十
一
月
十
日

午
前
十
時
半

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
規
模

を
縮
小
し
な
が
ら
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

紅
葉
が
色
づ
き
菊
薫
る
秋
の
境
内
で
は
厳
か
に
海
川
山
野

の
神
饌
が
供
せ
ら
れ
、
斎
主
飯
塚
宮
司
に
よ
る
祝
詞
の
奏
上
、

献
幣
使
と
し
て
ご
参
向
の
茨
城
県
神
社
庁
木
村
明
雄
副
庁
長

に
よ
る
祭
詞
が
奏
上
さ
れ
て
、
滞
り
な
く
斎
行
致
し
ま
し
た
。



さ く ら 山令和４年１月１日 第４号 （4）

「
菊き

く
の
は
な
ひ
ら
く

花

開
」

八
月
十
五
日
、午
後
七
時
か
ら
御
霊
の
安
寧
と

世
界
恒
久
の
平
和
、そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
早
期
終
息
を
祈
念
し
て
、慰
霊
安
鎮
・
疫
病

退
散
祈
願
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

感
染
症
禍
に
よ
る
鬱
屈
し
た
社
会
状
況
の
な
か
で
、

少
し
で
も
皆
様
の
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
希
望
の
光
と

な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

写
真
奉
納

髙
野
英
佑
氏

※
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

告
知
は
せ
ず
に
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
匿
名
の
方
よ
り
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

本
年
よ
り
皆
様
の
ご
篤
志
を
頂
き
度
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

菊
は
日
本
人
に
と
っ
て
特
に
な
じ
み
の
深
い
草
花
と
い

え
ま
す
が
、そ
の
原
産
地
は
中
国
で
紀
元
前
二
百
年
ご
ろ『
禮

記
』に
文
献
上
初
め
て
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
薬
用(

頭
痛
・

め
ま
い
等)

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
日
本
に
は

中
国
で
鑑
賞
用
に
改
良
さ
れ
た
菊
が
奈
良
～
平
安
時
代
に

も
た
ら
さ
れ
て
貴
族
た
ち
が
鑑
賞
し
楽
し
み
ま
し
た
。
鎌
倉

時
代
、後
鳥
羽
天
皇
が
菊
の
紋
を
非
常
に
愛
用
し
た
こ
と
に

よ
り
、皇
室
を
示
す
紋
章
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

さ
て
茨
城
縣
護
國
神
社
社
殿
の
門
扉
に
は
菊
の
紋
章
が

装
飾
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、参
拝
者
の
方
よ
り
な
ぜ
護
國
神

社
に
菊
の
御
紋
が
あ
る
の
で
す
か
と
質
問
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
、菊
の
御
紋
の
乱
用
を
避
け
る
た
め
、「
官
幣
社

(

國
幣
社)

社
殿
ノ
装
飾
及
社
頭
ノ
幕
提
燈
ニ
限
リ
菊
御
紋

ヲ
用
イ
ル
ヲ
許
ス
」と
い
う「
太
政
官
達
」に
よ
っ
て
、菊
の

御
紋
の
使
用
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。「
太
政
官
達
」よ
り
以
前

か
ら
菊
の
御
紋
を
使
用
し
て
い
た
社
寺
に
つ
い
て
は
そ
の

ま
ま
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

護
國
神
社
に
お
い
て
は
靖
国
神
社
の
前
身
で
あ
る
東
京

招
魂
社
が
明
治
天
皇
の
勅
許
を
受
け
て
創
建
さ
れ
た
神
社

で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
内
務
省
指
定
護
國
神
社
と
し
て
官
幣
社
、

國
幣
社
に
準
ず
る
こ
と
か
ら
、慣
例
的
に
菊
花
紋
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
明
治
二
十
二
年
長
崎
県
よ
り「
官
祭
招
魂
社
菊
花
紋

使
用
伺
い
」が
官
庁
に
あ
げ
ら
れ
、そ
の
使
用
を
許
可
さ
れ

た
例
が
あ
り
、護
國
神
社
で
の
菊
花
紋
使
用
の
根
拠
と
な
っ

た
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

茨
城
縣
護
國
神
社
に
御
来
社
の
際
に
は
社
殿
の
門
扉
に

ぜ
ひ
御
注
目
く
だ
さ
い
。

※
門
扉
の
菊
花
紋
は
御
遺
族

鈴
木
明
氏
の
奉
納

写真右 菊御朱印（10月11日～）
旧暦重陽の節句にあわせて月見と
菊酒をモチーフ

写真左 あじさい御朱印（6月1日～）
繊維を葉脈に見立てて紫陽花の葉
を和紙で表現

現
在
、茨
城
縣
護
國
神
社
で
は
常
陸
大
宮
市
の

国
・
県
指
定
文
化
財
で
あ
る「
西
ノ
内
紙
」を
用
い

て
季
節
に
応
じ
た
御
朱
印
を
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

「
西
ノ
内
紙
」は
水
戸
藩
の
専
売
品
と
し
て
藩

の
財
政
に
大
き
く
貢
献
し
、『
大
日
本
史
』編
纂

用
紙
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
丈
夫
で
水
に
つ
け

て
も
破
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
江
戸
で
は
商
人
の

大
福
帳
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

茨
城
県
の
県
名
を
冠
す
る
茨
城
縣
護
國
神
社

と
し
て
県
内
の
伝
統
・
精
神
を
守
り
伝
え
る
べ
く
、

西
ノ
内
紙「
五
介
和
紙
」の
ご
協
力
の
も
と
御
朱

印
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

四
季
の
風
情
を
愉
し
み
な
が
ら
、茨
城
県
の
誇

る
伝
統
の
和
紙
を
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

頒
布
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
公
式
Ｈ
Ｐ
、各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

西
ノ
内
紙
御
朱
印

慰
霊
の
花
火

慰
霊
の
花
火

慰
霊
の
花
火



さ く ら 山第４号（5） 令和４年１月１日

■
鎮
座
地

〒
313-

0113
常
陸
太
田
市
高
柿
町
二
五
七-

七

■
柱
数

五
百
八
柱

■
例
祭
日

三
月
、九
月
に
慰
霊
祭
を
行
う

■
由
緒

昭
和
十
八
年
、久
米
村
、郡
戸
村
、金
郷
村
及

び
金
砂
村
の
各
村
に
遺
族
青
年
会
が
発
足
。

そ
の
有
志
に
よ
り
各
村
の
旧
村
役
場
内
に
戦

没
者
の
御
霊
を
慰
め
る
た
め
忠
霊
塔
が
建
立

さ
れ
る
。
さ
ら
に
金
郷
村
に
お
い
て
は
村
内

の
全
八
社
に
及
ぶ
神
社
の
境
内
に
末
社
と
し

て
鎮
霊
社
を
建
立
し
、戦
没
者
の
御
霊
の
慰

霊
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
二
十
五
年
、金
郷
村
に
お
い
て
は
忠
霊

塔
を「
金
郷
村
護
国
神
社
」と
し
て
高
柿
町
の

富
士
山
中
腹
に
遷
座
。

昭
和
三
十
年
、久
米
村
、郡
戸
村
、金
郷
村
及

び
金
砂
村
の
四
ヵ
村
は
合
併
し
、金
砂
郷
村

に
改
称
。
そ
れ
に
伴
い
各
村
の
忠
霊
塔
は
金

郷
村
護
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
、昭
和
三
十
三

年「
金
砂
郷
護
國
神
社
」に
改
称
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
、氏
子
の
寄
付
等
に
よ
り
瓦

葺
拝
殿
竣
功
。

平
成
二
十
九
年
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
屋

根
瓦
が
大
き
く
損
壊
し
た
た
め
、旧
金
砂
郷

村
氏
子
の
寄
付
を
受
け
、ガ
ル
バ
ニ
ュ
ー
ム

銅
板
に
履
き
替
え
て
現
在
に
至
る
。

九
月
十
日
中
秋
の
名
月
に
あ
わ
せ
て
お
月
見
を

い
た
し
ま
し
た
。
境
内
に
自
生
す
る
す
す
き
を
飾
り

月
見
団
子
を
お
供
え
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
三
日
に
は
菊
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
県
内
各
地
の
菊
愛
好
家
の
方
よ
り
多
数
の

奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
神
職
が
ス
プ
レ
ー
菊
を
苗
か
ら
育
て
て
奉
製

し
た
菊
守
を
頒
布
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

◆
菊
花
奉
納
者
芳
名
◆

〇
水
戸
市

水
戸
市
菊
花
愛
好
会
連
合
会

安
蔵
敏
雄

勝
村
敏
勝

桑
名
菊
枝

郡
司
博　
　

須
能
一
男

山
田
昌
已

吉
田
潤
一

〇
小
美
玉
市

鏑
谷
正
勝

〇
稲
敷
市

秋
本
正　
　

関
川
稔
夫

野
口
茂
雄

〇
ひ
た
ち
な
か
市

丹
治
清
美

〇
茨
城
町

小
川
明

本
年
も
一
年
間
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
盆
養
・
福
助
・
達
磨
・

懸
崖
・
特
作
等
の
菊
花
が
奉
納
さ
れ
境
内
を
彩
り
ま
し
た
。

招
魂
社
探
訪

招
魂
社
探
訪

招
魂
社
探
訪

金
砂
郷
護
國
神
社

金砂郷護國神社全景

中
秋
中
秋
中
秋
ののの
名
月
名
月
名
月
ととと
菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

こ
の
度
の
招
魂
社
探
訪

で
は
常
陸
太
田
市
高
柿
町

の
富
士
山
と
呼
ば
れ
る
山

の
中
腹
に
鎮
座
す
る
金
砂

郷
護
國
神
社
を
御
紹
介
い

た
し
ま
す
。

金
砂
郷
護
國
神
社
の
鎮
座
す
る
富
士
山
は
眺
望
良

く
晴
れ
た
日
に
は
筑
波
山
、日
光
連
山
を
望
め
ま
す
。

ま
た
山
頂
か
ら
山
麓
に
か
け
て
八
重
桜
二
百
本
が
植

え
ら
れ
て
、花
見
の
名
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、金
砂
郷

護
國
神
社
を
お
参
り
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金
砂
郷
護
國
神
社
宮
司
多
賀
谷
謙
豊
様
、

多
賀
谷
豊
臣
様
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第2回
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茨
城
縣
護
國
神
社

明
治
十
一
年
現
在
の
水
戸
市
常
磐
神
社
の
境
内
地

に
嘉
永
六
年
以
後
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
の
国
事
に

斃
れ
た
千
八
百
三
十
柱
の
英
霊
を
御
祭
神
に
「
鎮
霊

社
」
と
し
て
創
祀
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
日
清
日
露
、
満
州
事
変
、
支
那
事
変
の
英
霊

の
合
祀
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
創
建
当
時
の
御
社
殿

で
は
狭
隘
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年

桜
山
遷
座
計
画
発
議

内
務
省
が
「
招
魂
社
ヲ
護
國
神
社
ト
改
称
ス
ル
ノ

件
」
と
い
う
法
令
を
発
し
て
、
全
国
各
県
に
一
社
ま
た

は
二
社
の
護
國
神
社
の
奉
斎
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
同
年
三
月
茨
城
縣
護
國
神
社
御
造
営
奉
賛
会
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
天
下
の
景
勝
と
名
高
い
「
偕
楽

園
」
の
付
属
地
で
あ
り
、
十
分
な
広
さ
の
敷
地
が
確
保

で
き
る
こ
と
か
ら
、
新
社
殿
は
桜
山
に
御
造
営
す
る

こ
と
と
な
り
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
八
日
神
社
建
設

予
定
地
に
お
い
て
地
鎮
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

竣
功
ま
で
二
年
の
歳
月
を
要
し
、
そ
の
間
水
戸
市
、

東
茨
城
郡
、
那
賀
郡
の
各
町
村
の
青
年
団
に
よ
っ
て
、

桜
、
松
な
ど
樹
木
の
移
植
、
地
な
ら
し
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
県
下
の
男
子
中
等
学
校
生
徒
、
青
年
学
校

生
徒
、
青
年
団
、
軍
人
、
各
種
女
子
生
徒
、
児
童
そ
の
他

に
よ
る
勤
労
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
は
ら
き
新
聞
社
」
で
は
一
口
一
銭
の
大
鳥
居
奉

献
運
動
を
起
し
て
、
全
県
民
参
加
を
目
標
に
寄
付
を

募
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
十
六
年
十一月一日

新
殿
祭

遂
に
新
殿
が
竣
工
し
、
新
殿
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

社
殿
は
檜
皮
葺
、
台
湾
檜
を
使
用
し
て
建
立
さ
れ
、

二
対
の
鳥
居
は
県
民
の
募
金
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
と
な
り
ま
す
。

昭
和
十
六
年
十一月
六
日

遷
座
祭
並
び
に
遷
座
奉
祝
祭
、合
祀
祭

嘉
永
六
年
よ
り
明
治
維
新
に
至
る
英
霊

千
八
百
三
十
柱
と
日
清
日
露
、
満
州
事
変
、
支
那
事
変

に
よ
っ
て
英
霊
と
な
ら
れ
た
四
千
二
百
六
柱
の
英
霊

を
旧
社
殿
鎮
霊
社
か
ら
新
社
殿
へ
御
遷
座
い
た
だ
く

遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

翌
七
日
に
は
遷
座
奉
祝
祭
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
る

六
百
八
十
九
柱
の
英
霊
の
合
祀
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

遷
座
祭

六
日
午
後
七
時
よ
り
斎
行
さ
れ
、
午
後
七
時
半
、
御

神
霊
の
奉
安
さ
れ
た
御
羽
車
が
大
鳥
居
よ
り
六
十
余

段
の
石
段
を
上
が
る
時
、
神
職
の
打
ち
鳴
ら
す
笏
拍
子

の
合
図
で
全
県
下
の
電
灯
が
す
べ
て
消
灯
さ
れ
、
全
県

民
が
遙
拝
致
し
ま
し
た
。
雅
楽
の
音
と
神
職
の
警け

い

蹕ひ
つ

（
神
様
が
お
出
ま
し
に
な
る
と
き
、
声
を
か
け

て
あ
た
り
を
い
ま
し
め
先
払
い
を
す
る
こ
と

）の
声
の
み
が
聴
こ
え
る
浄
闇

の
な
か
、
御
羽
車
は
鎮
霊
社
か
ら
三
千
人
余
り
の
遺
族
、

参
列
者
が
お
迎
え
す
る
新
殿
に
進
み
、
御
神
霊
は
お
鎮

ま
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
合
祀
祭
は
午
後
七
時
よ
り

斎
行
さ
れ
、
新
た
な
六
百
八
十
九
柱
の
英
霊
が
浄
闇
の

な
か
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
遷
座
祭
を
奉

祝
し
、
奉
納
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
遺
族
の
鈴
木
明
氏

氏
は
、
当
時
十
二
歳
で
遷
座
祭
に
参
列
さ
れ
て
お
り
、

「
鎮
霊
社
か
ら
茨
城
縣
護
國
神
社
ま
で
の
道
の
り
に
真

白
な
砂
利
を
青
年
団
が
均
し
て
引
い
て
い
た
こ
と
」、

「
暗
闇
の
中
篝
火
を
道
し
る
べ
に
大
き
な
お
神
輿
が
進

ん
で
い
っ
た
こ
と
」
を
よ
く
記
憶
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

茨
城
縣
護
國
神
社
社
殿
門
扉
の
菊
花
紋
を
奉
納
さ

れ
た
の
は
こ
の
鈴
木
明
氏
で
す
。

当
時
の
「
い
は
ら
き
新
聞
」
に
は
こ
の
二
日
間
で
神

職
奉
仕
者
合
わ
せ
て
三
百
人
、
三
千
人
も
の
参
拝
者

が
集
ま
っ
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。
官
民
一
体
と
な
っ

て
多
く
の
県
民
が
茨
城
縣
護
國
神
社
の
創
建
を
待
ち

望
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

茨
城
縣
護
國
神
社
桜
山
御
遷せ

ん

座ざ

御
遷
座
八
十
年
記
念
特
集
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〒
三
一
〇-

〇
八
五
三

水
戸
市
平
須
町
一
二
六
四

株
式
会
社

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ウ
イ
ン
ズ

笹

沼

恭

一

☎
〇
二
九
（
二
四
四
）
六
六
〇
〇

〒
三
一
〇-

〇
〇
四
一

水
戸
市
上
水
戸
一-

四-

二
一

医
療
法
人
石
渡
会

石
渡
産
婦
人
科
病
院

理
事
長

石

渡　
　
　

勇

☎
〇
二
九
（
二
二
一
）
二
五
五
三

〒
三
一
〇-

〇
〇
四
五

水
戸
市
新
原
一
丁
目
三-

三
七

野
村
花
火
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野

村

陽

一

☎
〇
二
九
（
二
五
四
）
三
四
七
〇

〒
三
一
一-

〇
一
〇
五

那
珂
市
菅
谷
六
〇
五-

二
一

株
式
会
社

千

本

杉

代
表
取
締
役

中

村

澄

夫

☎
〇
二
九
（
二
九
八
）
〇
五
七
五

〒
三
一
〇-

〇
〇
四
六

水
戸
市
曙
町
一
〇-

八

お
菓
子
処

ひ

ろ

せ

代
表

廣

瀬

雅

典

☎
〇
二
九
（
三
五
三
）
六
二
三
六

〒
三
一
一-

四
一
六
五

水
戸
市
木
葉
下
町
冨
士
山
二
九
二-

二
二

茨
城
倉
庫
株
式
会
社

☎
〇
二
九
（
二
五
一
）
二
二
一
一


